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この眼で一度は観たかった蔵王

のモンスター、それは素晴らしい
の一言に尽きた。
ロープウエイの樹氷高原駅から地

蔵山頂駅一面に広がるアオモリト
ドマツの木に沢山の雪を纏い気温
の低下で凍りそして雪を抱き、そ
れはそれは様々な姿を見せる。
山麓から樹氷高原駅はブナとダケ

カンバの霧氷に眼を奪われ、上が
るにつれて巨大モンスターが鎮座
して迎えてくれ、あちらこちらで
歓声が上がった。山頂は氷点下 13
度、厚い雲に覆われ少し吹雪いて
いる。経験した事のない寒さに身震
いする. カラフルなウエアに身を包
んだスキーヤーで賑わっていた。
今日はガイド付きスノートレッキ

ング！ 我々3名と若いカップル、
我々と同世代らしき女性3人組の計
8名で参加した。早速輪かんじきの
装着だが、これが結構難しい。ガ
イドさんに紐の通し方を教わり付
けるが緩かったりして四苦八苦。
漸く付け終わった頃には、まだ歩
いてもいないのに大汗をかいてい
た。雪の中から顔だけ覗かせてい

るお地蔵さま
に挨拶してス
タート。夏道
では通る事の
ないモンスタ
ーの中をパウ
ダースノーを
蹴散らし、膝

まで埋まりながら進む。これで青
空だったら最高なのに…なんて思
いながら15分程経った頃だろうか、
女性 3人組の一
人 が 体 調 不 良
の為 3名共山頂
ま で 戻 る 事 に
な っ て し ま っ
た 。 ガ イ ド さ
ん が 付 き 添 い
残 っ た の は カ
ップルと我々の5名、雪と寒風の中
待つ事7 ,8分あわや中止か？とも思
ったが、「お待たせしました」の声に
不安も飛んで再スタートとなる。
輪かんじきに慣れたとおもいき

や、右足で左足を踏んでコケる事
数回、油断は禁物である。寒さ対策
でカイロを手、足、腰用と準備したが
ゴーグルも凍る程の寒さにとても太刀
打ち出来ない。最初は怖かったが、45
度位の斜面の尻すべりは童心に返って
結構楽しかった。
この頃からラ

ッ キ ー な 事 に
雲 の 合 間 か ら
青 空 が 顔 を 出
し た 。 青 空 を
バ ッ ク に し た
樹 氷 の 美 し い
事、思わず見とれてしまう。颯爽と
滑るスキーヤーを横目に見ながらパ
ラダイススキーコ―スを渡り、トニ

ーザイラーの
石碑のある休
憩所で昼食と
なった。冷え
切った身体に
暖房の部屋ほ
ど有り難いも
のはない。宿

で用意してきたお湯でカプチーノ
を頂き、生き返る。あ～幸せ。
一度外したかんじきを装着するが

何かオカシイ。覚えた筈なのに・
・・出来ない自分が情けないと云
うか腹が立ってきた。又、汗をか
きかき付け終えて出発。ガイドさ
んがブナの木は、木偏に無いと書
き水分が多い為建築素材に適さな
いと云う話をしてくれた。なるほ
ど、ちゃんと意味があるのね。キ
ラキラ輝くブナ林を抜けると中央ロ
ープウェイに到着。手前の斜面を一
登りで鳥兜山
の展望台へ、
眼下に山形平
野が広がり遥
か右手には雲
に隠れた朝日
連峰、中央に
吾妻連峰、そ
して左手には見えなかったが安達太
良山と眺望が素晴らしい。堪能した
ところでロープウエイ駅からゴンド
ラで山麓へ戻り、約4時間半のスノ
ートレッキングは無事終了した。
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